
教育実践の構叢論 （続）
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　私は島根大学論集（教育学部）第10号におい

て「教育実践の構造論」を「生活指導と教科指

導との関係」の視点において考察した。

　本論はその続篇をなすもので「生活指導と特

別教育活動との関係」を考察し、進んで教育実

践の構造を全体的に把握しようとしたものであ

る。

　I　主体を軸とする生活指導の三過程

　私は前論文で「人間形威D四肢的構造におけ

る主体を軸とする生活指導は三つの過程を核と

して進展する、それは

　a．値常的な自己指導の過程

　b。値常的な集団づくりの過程

　c．aとbとの過程の中から提起される重要

　　　な生活現実φ問題の解決過程

　であり、この三つが相互媒介的に実現されて

主体的自已の生き方の統一、人生観の確立へと

向って展開される」のとべた。
　　　　　　　　　　　　　①　人間は「世界内存在」であり、世界に包ま

れ・世界に対し下生きていくものである。人間

が包まれ、相対して向う世界を私は客観と集団

と自己とする。この生活を指導する教育を

　A　自己に包まれ、自已に対して立つ人間の

　　　教育

　B　集団に包圭れ、集団に対して立つ人間の

　　　教育

　C　客観に包まれ、客観に対して立つ人間の

　　　教育

とする。

　私が生活指導の三過程としてあげた・、b，

cはそれぞれA，B，Cに対応し、その日常的
実現過程を取扱うものとして栂想されていたも

のである。そして

　我は個の・ea1ityを直視し、個の摂源の声を

きき、より人間的な生き方を探し求めようとす

る基本姿勢において生活指導の核をなし、bは

人間と人間との交わりを深め、結びつきをたか

め、自発的集団的実践的に人間要求を実現して

いく特別教育活動として組織され

　Cは生き生きとした現実の直観から、抽象的

思考によって客観認識を高めていく教科への発

展を予想するものであった。

　前論文では生活指導と教科との爵係（c－C）

を論じたが、本論ではます生活指導と特別教育

活動との関係（b－B）の関係を論じ、進んで

生活指導、教科、特活の三者の連関を論じて教

育実践の構造を明らかにしたい。

　特別教育活動の特質は「児童の自発的1自治

的な活動を通し」「所属する集団の運営に積極

的に参加し」r実践活動を通して」教育め目標
　　　　　　　　　　　　　　　②を達或することにある。

　この特別教育活動が形式化し形骸化しようと

していることにづいては多くの理由をあげられ

るが、その根本は民主的杜会理想の低下と指導

の形式化にあると考えられる。これを救い、現

代の慶史的課題に応える特別教育活動に高めて

いくためには、生活指導に基づく集団づくりを

拡充発展させていくほかはないと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

　孤　集団を軸とする教育課程

　1。集団づくりの根本思想

　現代教育の課題は歴史的杜会的現実に即して

綜合的に把握されねばならない。人類が自然に

相対して立ち向い、自然に対する科学と技術を

発展させてきた業績はいよいよ進められねばな

らないが、現代の歴史的課題は人問が人類とし

ていかに平和にかつ豊かに生き乏かという間い

にこたえることである。教育はこの現代の歴史

的課題にこたえて、人間が人間としてともに生
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きる論理を明らかにし、人間が人間として共に

生きる能力を1育成していかなければならない。

Edwa・d　G．O1s・n　Iはr第一弐世界戦、共産主

義、大不景気、フアッシズムそして第二弐世界

戦という最近30年間の相続いて起ったことが、

われわれに他の何ものをも教えなかったとして

も「人類として共に生きることを学べ、然らざ

れば死ぬことを学べ』という現代のもっとも厳

しい教育的な命令を血と涙の文字で書き綴った

ものであることは確言される」とのべている
　　　　　　　　　　　　　④
が、今日、原爆を抱いて相対時する平和の間題

を頂点として、保守と革新の対立、経営者と労

働音との対辛・そしてその渦中にうごめく人間

の独善、反目、虚偏、敵対の間題はいよいよ人

間が人間として共に生きる生き方の間題を切実

ならしめている。

　教育はこの歴史的課題にこたえて、人間が人

間として共に生きる人問D真実を実現させるた

めに、現実杜会の構造とその発展法則について

歴更目勺科学的認識をたしかにしていくととも

に、日常の実践を通して民主的集団をつくり、

よき集団の成員となる能力、iき集団の組織者

となる能力を身につけさせていかなければなら

ない。この課題にこたえ、集団づくりは人間が

人間として共に生きる力を養わせることを目的

とし、集団をつくり、集団の質を高めこれを拡

充していく実践過程を通して人間の貞実を杜会

的に実現させていく力を養おうとするものであ

る。

　集団づくりg）根本思想は人間が真に人間とし

てその可能性を最高に実現していくためには集

団なくしては不可能であることの根本認識に立

つものであり、集団を作り集団の質を高めてい

く実践過程を通してのみ人問性の真実が具体的

に実現されるという教育観に立つものである。

人間の真実はより多くの人々の意見を出しあ

い、これを討議していく集団過樫をほかにして

は現われるところはなく、そしてその真実を実

現していくためにはまた集団の力なくしてはな

し得ない。人類の歴史的課題の解決に↓向う実

践の路線はこの集団能力を根底から堵い、これ

を充実拡大していくほかにはない。集団をつく

秀　　男

り、集団の目標を立て、集団．としてその目標を

実現していく集団を軸とする致育過程はこの歴

史観と教育観に立つものである。

　今日、集団主義教育はいろいろな思想的立場

から論ぜられているが、矢川徳光氏は「ζんに

ち集団主義といわれるばあいの集団とは、とり

わけ現代的な層義をもっている。それは抑圧の

秩序に抵抗せんとする意志を一つにしている薗

結体である。その原型は『万国の労働者、団緒

せよ！」という呼びかけのなかにある。教育に

おける集団主義はこの呼びかけの精神と切りは

なすことはできない。この団緒という精神

それが勤労大衆の新らしい秩序の中軸である。

そのような秩序に貫かれた集団主義を学校の教

職員の中に、麦た児童生徒たちのなかに育威し

ていくことが現代の学校生活におけるモラルの

基本的な課題の一つである」とのべている。吉
　　　　　　　　　　　　⑤
岡時男氏らはその集団主義研究会において「人

間像についての反省が深まり『抵抗力を持った

子』『杜会矛盾に苅処する子』『権刀に対決で

きる子』を育てるのに今までの方法理論でよい

か」という発想をしている。
　⑥
　これは集団教育の出立に奉いて、集団教育を

あまりに特定ク）思想傾向をもって限定し、その

課題と実践活動とをあまりに限定しすきるもの

であると考える。今目、大人たちが直面してい

る杜会の危機的対立へのとりくみはなによりも

大人自身の課題である。子どもたちは動く杜会

の客観的科学的認識を怠らないとともに、現実

の実践過程としての集団づくりのなかで、自分

たちが直面する課題に対して誠実にとりくみ、

そこから民主的集団の理想をつかみ出し、民主

的に生きる基本的な原理を根底から把握してい

くことをねらわなければならないと考える。

　2．集団組織の原理

　ただの友だちどうしのような個人対個人の関

係以上に集団を形成しているという意識がある

ところに集団がある。

　そこには身近かな人間的接触を保ちながら作

られている集団、すなわち接触集団があり、日

常的接触を越えた見わたせない大きな組織的結

合としての集団もある。ここに示された人間関

一57一



教育実践の構造論（続）

係の接触性と組織性は相互にかみあって現実の

集団を形威している。身近かな小集団は接触匡1

を主要な結合原理としながらも、ゆるやかな組

織性をもち、大集団はきびしい組識性によつて

統制されながらも幾分の人間的接触性をたたえ

ていなければならない。

　（1）．接触性の原理

　学級を質の高い学習集団につくりあげていく

学級づく．り．の過程で、学級内に小集団を作．って

いく営みは漸次一般化してきている。

　学級内になぜ小集団を作るようになったの

か。それについて

　①・多人数学級では場面圧力が大きすぎて自

　　由な話しあいができにくいσ自由な、なま

　　の語しあいをしていくためには小集団をつ

　　くる必要がある。

　②　多人数学級では子どもたち相互のCo独一

　　皿un三㎝tiOnが稀薄になり深い交わりがで

　　・きにくい。小集団を作って身近かな接触に

　　よザ衝突と助けあいを濃密にして人間関

　　係を深める必要がある。

　③子どもたちのなかには自然発生的に諸

　　、g・oupをつく・るが伸間はすれもできる。こ

　　れらを調整して教育的な小集団を作る必要

　　がある。

　④．多人数学級を統制運営していくことは子

　　どもの能力を超える。子どもの能力に応じ

　　た小集団を作り自主的自治的に集団を運営

　　させ集団能力を育てる必要がある。

　⑤．学級の吐事を分担させるために小集団を

　　作る必要がある。一

などカミあげられる。

　小集団の特質は身近かな接触集団たるところ

にある。お互がその呼吸を感じあ〉・、体臭をか

ぎあい、顔と顔とをあわせて喜びや悲しみを語

りあう接触性をその特質とする。小集団は小さ

な集団としての枠とある程度の持久性を与えら

れた集団である。その中に接触の濃縮が生れ

る。子どもたちに9・oupの枠が与えられなかっ

たら断片的⊥時的な人間のかかわりに終るもの

が、9・oupの枠が与えら．れ、9rρupの質を高め

ることを学級集団から要求されるが故に濃縮し

た人間関係の掘り．さげが可能になる。ここで人

間理解が深められ、誰もが人間であることを認

めあい、伸間意識を高めていく。小集団は人間
　　　　　　　　　　　　　　⑦と人間とがぢかの交わりを深めていくことを特

質とし、それはp・1m．並1▽e　humam．ityの温床で

ある。

　1イ）　まじわりのあたたかさ．を感じあう

　自然発生的集団は自己の全心を浮かした集団

であり、いささかの警戒心も感じない集団であ

る。学級につくられる教育集団としての小集団

は必すしもこの自然発生的集団に基礎をおかな

い。むしろ誰とでも結びあいできる杜会性を啓

培しようとするもので好きな者どうしの集ま、り

ではない。だから小集団はその成立のはじめか

ら、いこいとやすらいの集団ではない。しかし

小集団はその集団的成熟とともに安堵とやすら

いの集団となる。「9roupめ人と一しょにいる

時が一番の楽しみです」という集団的安堵感、

集団的安定感が小集団で与えられる。それは身

近かな自已をかくさない人間的接触によって理

解と信頼をまし、「9・oupの人にだけはわかっ

てもらえる」「助けになってくれる人は9roup

の人である」という意識が生れるからである。

人間関係のあたたかさば「なれあい」や沈滞で

はない。真の親しさからこそ、ともに生きる喜

びが生れ、真のあたたかさに支えられてこそ言

いにくいこともいえるのである。人間関係の親

しさ、あたたかさから生れる人問の真実がある

ことを認めなければならない。

　（口）人間理解を深める

　身近かで呼吸二を感じあい、喜怒哀楽を目撃し、

心おきなく自己を開いて語りあう関係において

こそ人間理解を深めあうことができる。　「あな

たはわざと反抗している。内心は淋しいのだ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
「筋の通らない反抗、あなたは廿えたいのだ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨
といった鋭い人間の洞察ができるのは人聞の

reaLな凝視によって可能にされるのである。．・

　（バ　人間の性格を改造する・一

　身近かな接触は人間の．もつものをむき出しに

激突させる。子どもたちは9・oupのはだのあわ

ない人問関係からとび出そうとして9roupをか

わりたいといい出す。しかし他にかわる9・oup
　　　　　　　　　　⑭
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が与えられない時、その9・oupの枠の故に、そ

の9・oupの中で肌をあわせるとは何かを考えこ

ま一ねばならなくなる。非杜会的な陰うつな性格

を’もつ生徒が9・oupの中で、9・・up要求にも・と

づいて、9・oupの支持と刺戟で明るさを身につ

けていくには数月を要したが、個人の性格改造
　　　　　　　　　　　　　⑩
は接触集団の中で、絶えざる刺戟を受けて持続的

な自己改造の努力をつみ重ねていくよりほかは

ない。一

　（2）組織性の原理

　小人数の集団では、人間と人間との直接の接

触のなかでおのすから秩序が保たれていくが、

多人数の集まりとなれば接触による結合力は不

安定となる。そこに集りの秩序が要請され、そ

れが集団となるための組織が意識的に要請され

る。集団が明瞭な目的をもち、特定の組織を通

じて威員の力を統制的に発現させようとする統

一体となった時に、それを組織集団ということ

ができる。組織集団が正しく網織性を実現して

いくためには、集団目的への自覚と人間関係を

律する正しい組織原1理への自覚とそれを現実に

具体化していく規律とを必要とするσ

　①集団目的の自覚

　集団が集団と、しての自己を現わしてくる場合

は、集団内の混乱、衝突、矛盾を切りぬけよう

として集団の正しいあり方を探究しようとする

場合と、外的な問題に直面して集団の力をもっ

てそg解決をはかろうとする場合とがある6後

者は例えば学力の増進の問題を解決するため

に、集団の力すなわち集団の認識力、集団の構

想力、集団の実践力を活用しようとするような

ものである。これは集団の事業目的といえる。

集団はしかし、この事業目的を正しく実現する

ためにも、それを超えて集団それ自体の人間目

的を明らかに旨覚しなければならない。集団は

次の人間の墓本要求を実現することを本質的目

的としなければならない。

　a．ひとりひとりがかけがえのない人間とし

　　て大切にされる集団であること。すなわ

　　ち、ひとりひとりの人間としての願いが尊

　　重され、人間としての可能性が最大に実現

　　されていく集団であること。

秀 男

b．ひとりひとりの人聞の発展が同時にすべ

　ての人間の発展となるような体制を実現し

　ていく杜会集団であること。いわゆる「各

　人の自由なる発展が、万人の自由なる発展

　の条件となるごとき杜会」であること。、

②組織の原理
各人の人間としての可能性を最大に実現させ

ていく集団はその人間関係を規律する原理とし

て

　　a．自一由の原理

　　b．平等の原理

　　C．協力の原理

を体制化していくもめでなければならない二’

・ぜ③体制と規律
　集団カミその目的を実現するために現実に動く

ためには動く体制が確立されねばならない。体

制は集団諸機関の権限と蓮関の体系である。こ

の体制のなかで集団の意志が決定され集団わ活

動が展開される。この活動は自由、平等、協力

の原魂を現実的に具体化した一定め形式に從わ

ねばならない。それが集団め行動規律である。

　集団の規律は集団として共に生きる人間の客

観的意味を具体化したものであるから、そうし

た意味で規範性をもち、これを犯すものは集団

からきびしく非難される。この規律が皿e㎜b・・

によって自覚化され、集団の活動が調和と・hy－

thmをもって動くとき、そこに集団の美があり、

簡潔なSty1eが実現される。
　　　　　　　　　　　　　⑫
　（3）学級集団の一、重構造

　私は教育集団は接触性の原理と組織性の原理

をかみあわせて構成されなければならないと考

える。こんにちの学校行政においては、薪らし

い教育集団の構想を立てることを困難にしてい

るから、学級集団をこの原理によってつくりあ

げていく工夫をするほかはない。学級が小人数

であれば、接触性の原理と組織性の原理を一体

的にかみあわせてその集団の質を高めていくこ

とができる。多人数学級は当然組織性が重視さ

れるが、そこでは相互のCom㎎unicationが稀

薄になり、相互理解が深まらす、集団としての

質の高まりを阻害することも多い。このために

学級集団内に相互Co醐㎜unユca加onが濃密に行
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われる接触集団としての小集団を作る必要があ

る。学級集団はごの接触集団を含んだ組織集団

として二重構造において組織される必要があ

る。

　（a）学級→小集団→学級・一・吸いあげ・更新

　　過程

　学級集団の組織性格はともすれば形式的規律

と抽象的論議に走ろ．うとする傾向がある。論議

をつねに小集団におろし、人間接触の泉にふ

れ、そのみすみすしい現実性と内発的な多様性

と豊富性を吸いあげ、これを組織化していかね

ばならない。

　（b）学級→小集団……要求・深化過程

　小集団の特質は人間と人問との接触的な交わ

りであり、もっとも内面的な深みにおいて人間

を結びつける可能性を、もつが、しか．しただ人間

の接触が与えられただけで人間の深狂における

結合が可能にされるのではない。1人間関係の深

さを求める学級集団の要求が彊く小集団に投げ

■かけられるとき、はじめて小集団は凝集力を高

め、濃密な人間関係を深化させていく。

．I（c）．小集団→学級……内発。組織過程

　’小集団は外からの集団勢力によってもろくも

引き裂かれるおそれが大き．い。人間の集団能力

を強めるためには、・接触集団のなかに内発する

集団要求を拡充発展させ、合理的理性的な集団

．討議できたえ、組織集団へと発展させていかね

ばならない。

　（4）学級と学校
　学校は全集団としての組織性を高く実現して

いる。それは直接、個々の子どもに働きかける

のではなく学級集団を通して働きかける。マカ

レ！コは’「私は経験をっみ実践によって次第に

確認された深い解釈にたどりつきました。それ

ぼ全集団がそのまま個人に移りかわるというよ

うなことではなく、教育的友目的で組織された

第一次集団を通してはじめて個人も変っていけ

るのだということです」といっている。了カレ
　　　　　　　　　　　⑮ンコの第一次集由は直ちにわが国の学級集団に

あたるIのではない。、しかしその本質に老いて．、

学級集団がよ、り質の高い接触性と組織性をもっ

た集団として威熟する時、マカレンコのいう第

∵亥集団的性絡をよ・り多く持つことができる。

マカレンコは更に「集団教育は第一次集団を通

じてだけの教育に終らぬようにせねばなりませ

ん。子どもたちが日常生活の友情で結ばれ、一

日中顔をあわせている集団ですと、そこに家庭

的雰囲気ができて、そのために完全にソヴェト

的教育とはいえないような教育におちいりがち

です。ただのつきあいを通じてではなく、集団

的利益が大きくあらわれる集団を通じて、一圭た

より深い社会的化合によってはじめて広い政治

的教養への移行が可能になります」・とのべてい
　　　　　　　　　　　　　　　⑭
る。子どもたちはその集団能力の発展に応じて、

学級集団を超えて他の学級集団に働きかけ、更

に学校集団づくりへに進展していかねばならな

い。

　3　集団深化の原理

　人間存在の四肢的構造に即して具体的な集団

づくり過程を構造的に深化させるごとができる。

すなわち、接触集団においては、その具体的統

一活動を

　11ド自已を軸とする主体への深まり

　（2）他を軸とする他なる主体への深まり

　（3）自他の交渉連関の深まり

　（4）自他の根源を支える否定的創造性

の四肢構造で深め

　組織集団における具体的統一活動を

　11〕自已を軸とする集団的自覚

　（2）集団を軸とする集団分析

　（3）、個と集団、集団と集団との組織的発展

　（4）集団の根源を支える否定的創造性・

の四肢構造に即して深化させることができ1る。

　接触集団では亥の視点があげられる。’．

　（1〕．自已を軸とする主体的深化過程

　自己のreψtyをいつわらす、はじ．らわす追

求していく。ひとりよがり、，虚勢、誇示、卑屈、

かげ口、虚偽、失望、虚脱、それらのものが何

であるのか。それらの現象的自・己の根底に動く

もク）が句であるのか。それをギリ．ギリ1に追いつ

めて、’人問であるごとへの願い、他なくしては

生きられない人間であることへの根本的旨覚を

呼び起していく。

　（2）他を軸とする他なる主体への深化過程

一・60一



~n ~~ 

~~~i~~F:~~) 7*. ,ft~;~~~~~: L~4~Z)'~~t･J~;~~f-~~~r~~~~~ 

~ ~b~ ~ ~ ~ ¥~ ~ ~~*~~~'r'~J~)tL~~~~~~~ ~ f~~V'. 

~ L~'. 

~ ~:~~:-~V'~V'(D~~_ ~ L~~~~ ~ ~. 
('b) ~>~~>;~~~~~i:~~~:-･~~~i~~~~7)~;ilLEc~)~~~)~r~~~t 

;~fL~.u~. ='k~~*~'~~. ~~~(D_ '/*~*~~~:~;~ J( ~~~~_~ 

~) ~ ~ ~: . ~ (~)~C~l,)~ ~~i~rC~~~';~~*~ L~~~ ~ ~ . 

J; ~ ~~ < A~~1~~(~)~~~~~)~O*~~ ~C~j~~3- ~ ~ ~~ 

~:-~~~ ~~) ~ C ~ ~CO~>~~~~Lc~~f~'- ~ f~'-V'. 

(3) ~j~~:'D~<~-~~=~:~l(D~~"4~;~,*~EE* 

(a) ~~~~~~*VC~~~)~~!~~~~A* 

)~~~~~~)~~~~~ ¥~ ~ =~:_~~: VC~;-V'~. Af*~~ L~ 

~)~C~'~~~~~~~:[_~~* ~ jJV~ll~f~~~~ ~ ~･. Af*~ 

~~~~:~~~~Vjt. . )~f*~~~)~f*~ ~L ~: ~~~~~~~~ j7k~~ 

rf~f~~);~ ~~>. ;~,~Lk~~Af~~-(~)~~~)~. b~t 

b~L~~Af*~-(Z)~:~~)~~~-,~~;~ . )~f*~-(Z):~~~~;･･-~~~~~.U 

~~'~P. ~ -~ ~)~f~~~~~:~~il~;~1,~;~~. )i~f*~V~;~A 

~ ~ cDV'(Z)~~~~ ~ ~f~"~~~. ~~l~~:D~J>~>~) O iC 

~~-~~~i~~L~~~~ ~+~i;V'. ~ ~ IC)~~~~~)~;~~~~ 

~~.J~:~~~) ~ . ~~)~~~~~~ll77*_ ~'l~~~~)~f*~(D~;~~.~1J~~ 

~ 
~~~~Anp~)~II~~~~~~~~V'~. ~~ICC~:L)~CVC;~~L~~ 

~)_ ~ ~ ~~f._"~:CD~~C~O~VC)~r~~~)~E~'~~~> ~*~!~:~,"~~*~,~ 

~ J; ~ ~~:~~Lf~~/.J~i~~~~~;¥~. ~i"ft~;(~)~~~~~~ ~l 

~:L. ~~: ~ */~; < 7ccO~~~f~~~~~~~) J; ~ ~･U~~ 

~~~)_ ff~f~* ~~¥~f~'~~~k･Jf~"j~~'"~~~)~~~~C.' ~~; ~ f~-' < ~~~)~ 

~~~~t!.'*"~)1CV'~~~~~~~~~~~~~~~ ~. ~~(~)~;(Z) 

~~i~･:*"_7~)~,~. >VCAfR~,[~l~,/D~~~~~~~ ~;. 

(b) ~~'~}rCJ~~)i~~~i~~~~~ 

~I/~~~){~'J~l~~~f~-.i."~~*".~~~C~~~"~) 7. ~ ~ Vc J~ _C. 

;~~)*'~~*~~~VC~~ L~~~~~)~~ ~ ~ V' ~ J.~fR~(Z)~>~>~) 

~ V~~. ~~:~ ~~ < ~I~~)~;~~~f~;1(Z)H~Vc~~}L~V' 

~~). ~l~~~*~,~*'~'-'-__,~ ~ ~~~>VC~, >~>-1C¥~~ '4~.~~~) 

~~ Fl_ ~c*~~~~~"=~ ~~~~~1 ~~~~(Z)~tfVC(Z)~~~~ L;'~~~*=+･~.C ~ ~ 

~~~ ~VC'*~)_ ~(Z)~~~~~'. ~~~:~)~t~~VcC~)~~~~ ~ 

~ 61 

~~'~: 

~ ~~~f ~c)~f*~~]L)~~~j~Vc~j~~)7*- ~ ~ V~~=---~~* ~ -C>~~ 

'~~i~'+~:~~) ~; ~ ~c=F~:(D~!~~'~:~~);~ ~~>-. )~f*~~~~(~) 

~c~~Vc~~*~~~~+~~~,~._.) ~ c ~ k~~~~}+ Vc~~~V*C~{~'+~;~d~~~~ 

~)~ c ~~~~~. ~･L~~･~~~t..-~f-. ~~f~~ 
(z)~J~c* u~>.~'~~i*~ 1~ f'~'*/~; L~ ~ ~L)~~) ~* ~, ~ -U~L7~~V' 

~~~~ C ~ ~･/j' U~ ~･rA*' < ~~~~.U~~C ~ ~: -t 

~~Vc~f._"~tJ~c~~~)~. ~(Z)~~~Lv,~~:~~)~; 

~~Vc_¥**~L~l ~ ~~)~~. ~~~~~~~: rc~r~~~>~cD~~.~i~ 

~)~~1~~~~ Vy~Lc~l~~ ~~~~~. ~L~~~~~t~~ l~ ~- r~i'~c-_*+_.-.,. 

~V, ~~t;f;;*___~~'~; ~ . ~Ilc~~fj~='~~ ~ . 4~:ic ~.~f: 

~f.~~J r~l~:V~~;~~;(z)4lr~~i~~;~. f._-7~~.~Vc 
R 

-~~) ~~>~~~~~~ ~ ~~--~JVc';'~'~~ ~ ~LJ ~ . 
~ (c)' J~f~*J~~~:~~'JD~~:~~~;;~-

~~l:L)~Vc~s*V'~ ~ _ ~ ~･~~;~~~~ ~~.DV~. ~;~ 

~~--c/~~JV"JL)~~~>Vc~~;~~:~~. C ~~ ~t Q*oup 

(D~~ U ~~V+~:z) J~:!~s~*.'J~~ 7.. 

(4) ~~;~~~~~l(Z)~~;~~:*)~'--"U~"~~ 

7.. I~ < ~~>~D~tA~P~L)~~~~~(7_)~~~> ~.. 1~~; ~ ~, 

< ~f~~~~~ ~(Z)~~;~~~~)~_~ < ~.~ ~~L~;CA 

~ f,_-~~~~C ~~l,~~~;~~lcD~ ~i~ ~_- ~:~ . C~f ~ 7~ ~~ 

,<~~1~~~~ ~~l(D~~4~rc O ~ C k~~~~(D ~1 ,~~ ~~ ~) lp~ >~_ 

~L~. 

~I i~~~~~:-(~~:~~:~~~{~~l(Z) tFl~ _~~~> ~ ~L~ V, 

.~(~)~>. -~~~･~i(~)--J~:= ~ L~:~I~~c~k~4~I~~ U~~~ 

(~)~>~ v, ~ ~J ~ ~~~~>f",_~~) ~. 

(2) ~~~~~l~~~~~.f~~{~~~i~)~~~(D~~~"4~ 

~~~~~~f(z)~;･-~i)~~?~~~~A~~E4~7Jc~~~~~i~:~~~;~L;. ~･~) 

~~~.f~i-4=~*~f~{~~ ~~~:~l Vc3~~rTU ~V, ~ jJ~~ ~:~~.~~L~i~ 

~~ ~ ~~~. 

~{~~~~: k~rf~~f~~ ~!~~~!~;~-･-~' ~~: ~ L ~:~i~l~r~~ 7. ~),~>. 

~~Vc~!~- LIC~ < ,*~i:t.=jJ~ ~tt~:~;~~ ~L)~>. ,~~~ 

~~}~･ LC ~ ~) ~ ~If~~ ~~. ~~:~L~~~~;*~~~:*~tf~f~~~ 

~ ~>. 



教育実践の構造論（続）

　（b）集団の活動体制分析

　集団の全員が最高の力を発障する体制を確立

するために次の観点が必要となる。

　ほ）体制は上から、一外から与えられるのでな

　　く、威員の討議によって作られねばならな

　　い。
　　　⑰
　（口〕全員の力を最高に発揮させるために、集

　　団内に優越感・劣等感・反目・嫉妬なとを

　　生み出す差別があってはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰　’
　州　全員の応能貢献を可能にするために、役

　　割が分rヒされ、各役割ぺの参力π機会の自由

　　が与えられねばならない。同時に各役割に

　　つきうる能力の発展が援助一しあわれねばな

　　らない。、
　　　　　　⑯
　H　集団の競争体制は集団に緊密な団結をう

　　み、活動を活澄にするが同時にG・oup内

　　にかかえた運進児に圧追が加えられるおそ

　　れがある。競争が学業成績の一点で争われ

　　るから起る現象であるので、助けあってそ

　　の力をのばしていく集団の威熟度がつねに

　　全体として評価される体制でなければなら

　　ない。

　㈱　体制は内から自己更薪されていかねばな

　　らない。体制はあまり変転されてはならな

　　一いもので例えば班づくりにしても誠実な実

　　践を積みこます、班をかえればよいと軽卒

　　に考えてはならない。しかし、体制そのも

　　のが、人間の可能阯実現のために作られた

　　ものであり、その集団能力の発展とともに

　　体制そのものを変革していく力を持たせね

　　ばならない。いわば体制の内から体制を破

　　る体制をもたねばならない。

　（C）集団活動の発展分析

　語しあいの仕方などが前と比較して発展的硯

角から分析される。

　（3）個と集団、集団と集団の組織的発展

　1a）問題に直面して、外的権威や個人の心構

　　えで解決しようとせす、みんなで集団を組

　　んで解決していこうとする構えをもつ。

　（b）力を集団として結集する。問題をみんな

　　の間題とし、みんなを呼び集めその力を結

　　集する。

　（b）集団の目的や規律を決定する集団討議に

　　参加しその決定を守る。「自分の不利益に

　　は織っていない」とい．う要求の衝突によっ

　　て正義が確立されていく。「みんなでき一め

　　たことはどこまでも守る」．という構えで、

　　実践のための諸条件が分析追求される。

　（d）集団の役割を分担して集団活動に参加す

　　る。役割を分担することによって集団ぺの

　　所属感と連帯感を深めるとともに義務感を

　　養う。集団の仕事だげが自己の仕事である

　　のではない。集団活動に努力したために学

　　業成績が悪くなることは悲劇である。この

　　矛盾を解決するためには集団活動の分担組

　　蹄を明確に組織し全員が総力を発揮する体

　　制を確立することである。
　　　　　　　　　　　　　⑮　（e）役割の集団的意義を論議し、役割を通し

　　て民主的集団の組織者としての力を養って

　　いくために、役割活動D批判検討がつねに

　　行われねばならない。このために自発的検

　　討と上位集団からの点検が組織される。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
　　してより上位の役割を担当でき・る能力を養

　　うように援助しあっていく。
　　　　　　　　　　　　　　⑳　（f）小G・oupと小Gmupめ生活を学級集

　　団の要求とかみあわせ、学級間の関係を学

　　校集団の要求とかみあわせ、学校と学校と

　　の関係をより正しい民主杜会の要求とかみ

　　あわせ、集団拡充の過程を組織的体系的に

　　実現していく。従来、問題の解決にあたっ

　　て、論議が主体的な心溝えと客観杜会の変

　　革の論議に分裂し、その中聞に橋をかける

　　ものがなかった。この橋をかけるものこそ

　　まさに集団拡充の論理であると考える。

　（4）集団の根源を支える否定的創造性

　バラバラとなろうとするものをひきよせる力、

かたくなになろうとする集団のきすなを解きぼ

ぐそうとする力、結ばるべきものが正しく結ば

れていく力は何であるのか。それは静観的杜会

分析からはつかみ得ないものである。それはた

だひたむきな集団的努力の中にのみ示現される

否定的創造性というほかはない。この力によっ

て現実の集団が形づ’くられながら、その形はま

たふみ破られていくのである。
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加　　藤

　皿　教育実践における三つの軸

　私は教育の実践構造の軸として三つを立て
る。

　ユは客観を軸とする教育過程

　2は集団を軸にする教育遇程

　3は主体を軸とする教育過程

　1．主体を軸とする教育過程

　（1）主体の自已深化過程

　人間は自己自身に対して立つ存存である。自

己のrea此yを見つめ、いつわりのない自巳に

対面し、自已の真実の願いを掘り起し自、己に甘

えす、きびしく自已の真実を生かしきろうとす

る。それは1より人聞的なものを求めて歩みつづ

ける人間の運命である。日常の自已、集団の中

の自己、教科学習における自己が絶えす間堵）

れ、そこにうごめき、そ、こに怒り、そこに歎

き、そこに思いわすろう自已を抱いて、そこか、

ら人間の本当の声をしぼり出そうとする営み、

　　人間の本来の声はここからのみしぼ’り■出さ

れる　　そして、一切の非人問的なものを、人

間の名において打ちくだき、人間の真実におい

．てこれを克眼していこうとする日々の営み、問

題に対して”主体的にどう構えるか。を考える

教育、そこに主体を軸とする生活指導の核心的

意義がある。

　（2）集団を通しての主体の深fヒ過樫

　主体化は主体を軸として、主体への限りない

内的な深まりにおいて”主体的にどう構えるか。

を考える過程であるが、それはしばしば独断に

おちいったり、自已満足による停滞をきたすこ

とがある。．独断の迷夢をさまし、沈滞をゆさぶ

・り、主体的な構えをたしかにしていくものは集

団化と科学化である。集団の申に自己を投げ出

し、集団の中でもまれ、集団をくぐり、集団の

力を吸いこんで立ち上るところに主体的決断の

強さと深さが実現される。どのように自已を集

団の中に投げ出していくか、そしてどのように

集団の中で救われ、高められていくかを、主体

を輸とずる深まりにおいて把握させる日常亭勺な

営みが生活指導であり、この基底に立って集団

生活を組織的に展開するところに特別教育活動

秀　’男

がある。

　（3）客観認識を通しての主体の深fヒ過程．

　主体的に生きるということは、主体をと・りま

く環境の中に埋没し、環境の暴威に右往左律す

ることではなく、環境を正しく認識し統制して

いく力をもって生きることである。客観認識べ’

の道はこの主体の要求に支えられて限りなく発・

展をとげることができ、そして主体は、自然や

社会の客観的科学的認識を高めてこそ自已の生

存の意義を正しく位置づけることができる。主

体を軸として客観認識に進み、客観の認識’を通

して主体の生活を高めるところに主体差軸とし

て動く生活指導があり、これに支えられて客観

認識の本質過程をふむところに致科の特質があ

る。

　2．集団を翰とする教育遇程

　（1）集団の自己深化過程

　人間性を豊かに実現させるよい集団その．もの

が1それ自体の価値あるものとして望まれる。

そしてその集団を軸として活動を展開し、みん

なの願いを結合させて、正しい集団目標を選び

出し、全集団の力を緒集してその胃標をなしと

げようとする。しかしそとには、集団のもろさ、

集団の弱さ、集団分裂の危機がつねにつき’まと

い、圭た集団の惰性化、形式化による集団活動

の枯渇がつきまとう。集団目標の検討、集団の

統制、集団の組織化がたえざる課題として提起

され、質の高い集団屹がつねに推進されてし）か

ねばな一らない。それが集団の自已深化過程であ

り、．集団づくりの遇程＝である。集団は集団を集

団たらしめる必然的契機をもちながら・も、内と

外につねにこれをつきくすす矛盾の契機をもっ

ている。この矛盾を見きわめ、人間が集団とし

てともに生きる体制を確立し、自発的自治的活

動を豊かに進展させていくところに特別教育活

動の核心がある。

　12）主体の底をくぐっての集団の深化過樫

　集団を軸とし、集団化をおし進めていく過程＝

は、個の自由からの発想だけでぼなく、個に対

して絶えすきびしい集団要求，を投げかける。そ

れはしばしば個を窒息させ、個性の自由な発展

を抑圧する。この集団からの集団化要求をどう
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教育実践の構造論（続）

主体的に受けとめ、集団化要求にどう切’りかえ

していくかというところに、集団の中に生きる

主体の試練があり、この主体の試練を通’してこ

そ集団の深化発展がある。集団化一されていこう

とする自己を、どう主体的につなぎとめていく

’かく個性的に生きようとする自己をどう集団化

していくかという葛藤試練の中をくぐってはじ

めて集団はその集剛ヒ要求を健全に発展させる

ことができる。

　既成の集団体制はつねに人間fヒされ、より人

間的な集団要求が発掘され、それが発巽させら

れ組織され．組織集団へと発展させられねばなら

ないが、それはつねに主体の底をくぐる生活指

導の機能によって可能にされる。

　③　客観認識を通しての集団の深化適程

　集団として意志を決定し、集団として行動を

起すためには、その集団の意志、集団の行動が

歴史的杜会的発展に対してとのような恩義をも

つものであるかを科学的に検討しなければなら

ない。．集団白体としての認識力が弱く、集団の

方向を課り、あるいは保守的反動的となり、あ

るいは不当な集団暴力ともなる。集団としての

客観認識力を高める教育がなされねばならな

い。集団要求を正しく検討するために、また集

団要求を歴史的杜会的現実の生活の申に正1しく

実現していくために集団の客観認識力を高めて

いかねばならない。集団による認識発展の方法

的特質は、集団討議により

　（a）人間的真実の出しあいによる真実の弁証

　　的発展

　（b〕各人の経験を出しあい思惟を発展させる

　　客観認識の弁証的発展

にある。この機能を動員して集団それ自身の認

識能力を高めなければならない。

　3．客観を軸とする科学化過程

　（1）客観認識の自己深化過程

　人間は相対するものを客観として定立し、客

観の法則性の認識を発展させる。事実を事実と

して取扱い、事物現象の特性、そク）連関、法則

を明らかにし系列的な客観認識の体系を築き・あ

げる。それは客観を軸とし、客観の論理に従っ

て、客観の体系的認識を確立していくものであ

って、この働きは教科学習の核心をなすもので

ある。

　（．2）主体的要求をふまえた認識の深化過程

　客観認識は事実を事実として遣求し、事実の

特性、連関、法則をそのまま反映させていくも

のであり、それは厳密に客観の論理に従わねば

ならない。人間はそこでは純樺な認識主観とし

て客観を正しぐ反映していかねばならない。1間

題は自己を純樺な認識主観として突き進めてい

く支えとなる主体的自己である。認識の発展が

「生き生きとした直観から、抽象的思考をへて

実践へ」といわれるのは、客観認識が生き生き

とした主体的心情に支えられ、主体の実践課題

にこたえ一ていくという正しい位置づけを得てこ

そその深化発展がとげられることを意味する。

教科の学習はつねに、生き生きとした生活感情

をぼりおこし、日常的実践をたくましくしてい

く生活指導の機能をふまえてv・かなければなら

ない。

　（3）集団による認識の深化過程

　科学的認識を発展させていくためには質の高

い学習集団が形威されねばならない。

　そこではひとりひとりの子どもの把握が出し

あわされ、触発され、迷いや偏．りが洗われ、よ

り客観的な認識活動を展開することを可能にす

るからである。

　そしてこの客観的認識を支える主体の学習意

欲も、ともに学ぶ人間の集団の中でより高．く燃

やされてくる。客観への認識活動をもりたたせ

るためには、たえざる集団づくりがすすめられ

ねばならない。

　4．主休化、集団化、科学化の三軸一体

　生活は具体ρ動きである。具体の動き；はレか

し、澤沌ではなく、その動きを規定する条理が

ある。私は隼活を動かし、生活を高める基本的

核心として主体化と集団化と客観fヒを考える。

この三者は、それぞれ他なくしては存在しない

媒介関係におかれているものであるが、生活に

切りこみ、生活を高めていく．ためには

　主体を軸とする教育過樫‘

　集団を軸とする教育過程

　客観を軸とする教育過臣
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を立て、それぞれの深化遺求を通して三軸一体

の発展を期していかなばならない。すなわち、’

客観を軸とする教育過程を核心として正しい意

味での「教科」を編成し、集団を輸とする教育

過程を軸として耳しい意味での「特別教育活動」

を編成し、主体を軸とする教育過程を核心とし

て「生活指導」を展開させ、この三者の深化交

流を実現させる構造において教育実践をもつと

も有効に進めうると考える。一
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